



Compounding Effects of Co-telomer for Synthetic Rubbers 




四塩化炭素をテローゲンとしてスチレンとアクリル酸 n-ブ、チルあるいはスチレンと Nー ピニルー2ーピロリ












るいはスチレンと N-ピ、ニルー 2ー ピロリドンの共重合体に
して未端にトリクロルメチJレ基と塩素原子を有するコテ


















スチレン(g) アクリル酸nーブ、チJレ(g) 四塩必炭素(g) 収率(%)句〉 分子量*3) スチレン含有率(%)料)
52 128 1146 97.6 605 65.0 
52 64 1146 94.2 1234 24.5 
52 32 1146 93.8 810 16.9 
52 16 1146 96.8 675 53.8 
52 9.9 1146 98.8 712 31.3 
45 N-ピニJレー2ー ピロリドン 525 72.9 708 20.8 25 
* 1) AIBN 3.05XlO-2モJレ * 2) モノマー基準
* 3) 氷点降下法 *4) 赤外吸収スペクトル定量法
*1. 本報を〔合成ゴムの改質に関する研究(第9報))とする
*2. 応用化学教室





















































加硫促進剤 M 0.5 




硫 黄 1.5 









加硫促進剤 M 0.5 
/1 TS 0.5 
/1 DM 一
/1 CZ 一










































































































































































































































































































































コテロマー無添加 St/nBAClテロマー 柑〉 St/VP-Clコテロマ{
合成ゴム
加("C硫/条分件) 硬(JIS度〉 変引化張率り強(さ%の)伸化率びの(%変) 引変化張率り強(さ5的の 伸率びの変(%化) 引変化張率り強(さ%.の〉 率伸びの変(%.化〕
BR 140/20 69 -65 一71 -47 60 59 -68 
SBR 140/25 75 -45 5ー4 6 36 -34 -51 
NBR・230S 170/20 75 -41 -67 一20 -67 18 -30 


































():スチレン N-ピニルー 2ー ピロリドンー
四塩化炭素コテロマー
*2) 分子量 810
よって耐熱老化性が向上する.ζれはコテロマーの単位
構造にもよるが，熱老化中K活性酸素がゴム分子の主鎖
の切断反応に用いられただけでなく，コテロマーの硬化
反応も起り，熱老化中における物性の低下が抑制された
ものと推察される.
3.6 網目濃度とコテロマーの添加量ならびに分子量
の関係
EPDMゴム配合に各種Rt/n-BA-Clコテロマー5"-'15P
HR添加して1600Cで10分間加硫した加硫物の網目濃度を
測定した結果，コテロマーの分子量が700"-'800程度のも
のの網目濃度は無添加の場合より増加している.図 11乙
見られる結果とよ〈一致している.その他のコテロマー
を用いた場合では若干ではあるが無添加のものより減少
していた.これは先に述べたように，コテロマーはゴム
分子の切断を行うために混合系の加硫物の橋かけ点構造
が変化し，高分子ポリマーとなることができなくて網目
濃度の低下をもたらしたものと考えられる.
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